
436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

会場 ： 調整中
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

2月10日（水）

３月10日（水）
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緊
急
事
態
宣
言
の
下
、
市
内
で
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
止
ま
ら
な
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
保
健
所
や
医
療

体
制
の
ひ
っ
迫
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
現

状
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
１
月
26

日
、
日
本
共
産
党
市
議
団
と
し
て
船
橋
市

保
健
所
理
事
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。

 

市
内
の
感
染
者
の
療
養
体
制

　

現
在
、
船
橋
市
内
に
は
入
院
病
床
が
１

０
７
床
、
療
養
ホ
テ
ル
は
船
橋
第
一
ホ
テ

ル
と
船
橋
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
の
２
か
所
計
１

５
８
人
分
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
25
日
現
在
の
感
染
者
の
療
養
場
所

は
、
入
院
１
１
４
人
（
う
ち
市
外
27
人
）
、

ホ
テ
ル
51
人
、
自
宅
２
３
７
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
自
宅
療
養
が
多
い
の
は
、
療
養

施
設
の
不
足
で
は
な
く
「
ホ
テ
ル
で
の
療

養
を
勧
め
て
い
る
が
、
自
宅
療
養
を
選
択

す
る
人
も
い
る
た
め
」
と
の
こ
と
で
し

た
。
ホ
テ
ル
や
自
宅
で
の
療
養
者
に
は
、

３
０
０
台
の
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を

貸
し
出
し
て
、
急
変
に
対
応
す
る
体
制
に

な
っ
て
い
ま
す
。

 

ひ
っ
迫
す
る
医
療

　

病
院
の
入
院
調
整
で
は
「
２
～
３
日
か

か
る
こ
と
も
あ
る
」
と
の
こ
と
で
、
医
療

体
制
の
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
が
垣
間
見

え
ま
し
た
。
特
に
、
高
齢
者
施
設
な
ど
で

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す
る
と
、
市
内
の
医

療
機
関
だ
け
で
は
対
応
で
き
ず
、
市
外
の

医
療
機
関
に
搬
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

 
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を
要
請

　

ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
拡
充
が
急
が
れ

ま
す
。
よ
う
や
く
今
年
に
入
り
、
厚
生
労

働
省
が
プ
ー
ル
方
式
（
数
人
分
の
検
体
を

ま
と
め
て
判
定
し
、
陽
性
が
出
た
検
体
だ

け
個
別
に
判
定
す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
方

式
）
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
政
検
査
と
し
て

認
め
る
方
針
を
出
し
、
船
橋
市
保
健
所
で

も
検
査
数
を
増
や
せ
る
状
況
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
市
内
の
介
護
施
設
、
障
害
者
施

設
職
員
約
６
３
０
０
人
と
医
療
従
事
者
へ

の
定
期
検
査
を
早
く
実
施
す
る
こ
と
を
改

め
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種
は

            

か
か
り
つ
け
医
で

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
医
療
機
関
の
医
療
従
事
者
に
つ
い

て
は
千
葉
県
が
対
応
し
て
お
り
、
船
橋
市

保
健
所
は
現
在
65
歳
以
上
の
市
民
へ
の
接

種
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
船
橋
市
は
個

別
接
種
だ
け
で
、
集
団
接
種
は
行
わ
な
い

と
の
こ
と
。
か
か
り
つ
け
医
な
ど
市
民
の

身
近
な
診
療
所
や
病
院
で
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
現
在
、
市
医
師
会
の

協
力
を
得
て
、
３
月
末
か
ら
接
種
が
開
始

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
、
と
い

う
話
で
し
た
。

 

厳
し
い
実
態
の
保
健
所
の
体
制

　

市
保
健
所
で
は
通
常
業
務
と
は
別
に
、

本
庁
か
ら
の
応
援
含
め
１
５
６
人
（
１
月

13
日
現
在
）
の
職
員
体
制
の
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
保
健
所
本
部
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談
、
検

査
、
疫
学
調
査
、
病
院
調
整
、
療
養

ホ
テ
ル
運
営
、
広
報
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
な
ど
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
「
圧
倒
的
に
人
員
不
足
」
「
長
時

間
労
働
」
「
市
民
か
ら
の
苦
情
と
仕

事
の
ス
ト
レ
ス
で
心
身
と
も
に
疲

弊
」
な
ど
、
厳
し
い
実
態
が
あ
り
ま

す
。
保
健
所
の
体
制
強
化
が
必
要
で

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
市
民
の
命
を
守

る
た
め
に
市
保
健
所
が
厳
し
い
状
況

の
な
か
で
も
必
死
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
が
、
収
束
の
め
ど
は
見
え
な
い
の

が
実
態
で
す
。

　

市
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
感

染
を
く
い
止
め
る
こ
と
が
最
大
の
対

策
で
あ
り
検
査
の
拡
大
が
必
要
で

す
。
移
動
抑
制
の
た
め
の
確
実
な
補

償
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
医
療

　

２
０
２
１
年
１
月
22
日
、
核
兵
器

禁
止
条
約
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
２

０
１
７
年
７
月
に
国
連
で
１
２
２
カ

国
が
賛
成
し
て
採
択
さ
れ
た
核
兵
器

禁
止
条
約
は
、
昨
年
10
月
に
批
准
国

が
50
カ
国
に
達
し
、
条
約
発
効
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
史
上
初
め
て
国

際
法
で
「
核
兵
器
は
違
法
」
と
い
う

事
に
な
り
、
核
兵
器
の
開
発
・
製
造
・

保
有
・
使
用
な
ど
が
全
面
的
に
禁
止

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

条
約
発
効
日
に
は
船
橋
原
水
協
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
核
兵
器
廃
絶
を

訴
え
運
動
し
て
き
た
各
団
体
（
80
名

が
参
加
）
が
、
船
橋
駅
で
宣
伝
を
行

い
ま
し
た
。
日
本
政
府
は
世
界
で
唯

一
の
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
米
国

の
「
核
の
傘
」
に
依
存
し
、
条
約
へ

の
参
加
を
拒
み
続
け
て
い
ま
す
。
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
世
界
に
伝
え
る

事
は
我
が
国
の
責
務
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

全
国
１
７
８
８
自
治
体
議
会
の

内
、
５
２
８
の
県
・
市
町
村
議
会
が

体
制
の
整
備
で
す
。
今
、
国
も
自
治

体
も
、
命
を
守
る
コ
ロ
ナ
対
策
を
ま

ず
第
一
に
す
べ
き
で
す
。

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
へ

の
参
加
・
署
名
・
批
准
を
求
め
る
意

見
書
」
を
可
決
し
て
い
ま
す
（
1
月

22
日
現
在
）
。
日
本
共
産
党
船
橋
市

議
団
も
12
月
議
会
に
「
核
兵
器
禁
止

条
約
へ
の
署
名
・
批
准
を
直
ち
に
求

め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
が
、

否
決
さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
内
で
可

決
し
て
い
る
の
は
我
孫
子
市
、
勝
浦

市
、
鋸
南
町
の
３
議
会
だ
け
で
す
。

　

「
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
」
署
名
も

始
ま
っ
て
い
ま
す
。
船
橋
駅
宣
伝
で

は
高
校
生
や
親
子
連
れ
な
ど
１
０
０

筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
核
兵

器
禁
止
条
約
を
力
に
署
名
を
広
げ
、

世
論
を
高
め
ま
し
ょ
う
。
千
葉
県
知

事
選
・
船
橋
市
長
選
・
総
選
挙
で
は
、

核
兵
器
廃
絶
の
先
頭
に
立
つ
リ
ー

ダ
ー
へ
転
換
し
ま
し
ょ
う
。

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
効

史
上
初
め
て「
核
兵
器
は
違
法
」の
国
際
法
が
誕
生

史
上
初
め
て「
核
兵
器
は
違
法
」の
国
際
法
が
誕
生

No
1
0
0
１
号
の『
特
別
障
害
者
手
当
』の

問
合
せ
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
０
４
７
―
４
３
６
―
２
３
４
０
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

訂
正 

お
詫
び
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日本共産党船橋市議団 メール nk-fsd@guitar.ocn.ne.jp検　索

日本共産党国会議員団千葉事務所　043-302-2005

市 会 議 員

<市議団控室047-436-3030 FAX047-420-7201>

438-8647岩 井 友 子

422-5278金 沢 和 子 432-9317松 崎 さ ち

4０４-２０３９坂 井 洋 介

769-7271神子そよ子

◆医療機関や飲食店への罰則・制裁導入に断固反対！！


